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	１. 構造
	２. 製品コード
	３. 管理No.
	４. 仕様
	５. 運搬
	(１) バルブを吊り上げる際は下に人が立ち入らない等、安全に十分注意してください。
	(１) 運搬時、設置現場までの移動は納入された梱包、荷姿を維持してください。
	(２) バルブを投げたり、落下させたり、引きずり等の衝撃を与えないでください。

	６. 保管
	(１) 梱包された製品に、重い荷重をかけないでください。機能を損ねる場合があります。
	(２) 屋内の埃や粉塵、湿気の少ない所に保管してください。
	(３) 開梱した状態で、直接地面やコンクリートの上に置かないでください。
	(４) 内部への異物混入を防止するため、配管直前まで梱包箱等から製品を取り出さないでください。
	(５) やむを得ず屋外に保管する場合は防水シート等で粉塵、直射日光、雨等から保護してください。
	(６) バルブを配管する時まで接続部のポリ栓またはポリキャップを取り外さないでください。

	７. 設置
	(１) 設置場所は操作及び作業に必要な足場を確保してください。
	(２) 設置場所は操作に必要な照度を確保してください。
	(３) 配管機材とバルブの自重で、配管にたわみが発生する恐れがある場合には、必要に応じて配管サポートを設けてください。
	(４) 振動その他の外力によって機能が阻害される恐れのある場所への設置はできるだけ避けてください。

	８. 配管
	(１) 配管前は必ず装置や配管内部を十分フラッシングし異物等を除去してください。
	(２) 配管はフェルール接続部にフェルールガスケットを入れて、クランプバンドで確実に締め込みしてください。
	(３) 配管時にはフェルール接続部を損傷しないように作業してください。
	(４) 配管用ガスケットは流体条件に適した物を使用してください。
	(５) 配管に使用するクランプは接続規格（ISO）に適した物を使用してください。
	(６) 配管後は試運転を行なってください。

	９. 操作
	(１) ハンドルのグリップの部分を握ると、ハンドルを左右に自由に動かすことができます。
	(２) 流路の開閉は、ハンドルの90 回転操作により行ないます。
	(３) 流路に対し、ハンドルが平行の位置にあるとバルブは「開」となり、ハンドルが直角の位置にあるとバルブは「閉」となります。
	(４) バルブの開閉は、ハンドルグリップを握り、ハンドルがノッチプレートの歯から外れたことを確認して操作してください。
	(１) バルブ開閉時、ハンドルにパイプやハンドル回し等を使用し、過大な力をかけないでください。
	(２) 流体が加圧状態の時、バルブ本体接合部、配管取付け部を絶対に緩めないでください。
	(３) ハンドル操作は必ず手作業で行なってください。

	１０. 運転
	(１) 異常昇圧、ウォーターハンマー等の発生が予想される場合にはそれらに対する保護対策を施してください。
	(２) 運転後、使用圧力、温度に到達した後必ず各部から漏れのないことを確認してください。

	１１. 日常点検
	１２. 定期点検
	(１) バルブを配管から取り外す場合、必ず配管内の流体を除去し、配管内を大気圧に戻してください。配管内に流体が残っている状態、残圧がある状態で作業を行うと流体が噴出し大きな事故を発生させる恐れがあります。
	(２) バルブの定期点検は、基本1年に1回程度行なってください。
	(３) バルブが円滑に機能を果たし、また保安上支障のない状態であることを確認してください。
	(４) 定期点検の方法は日常点検と同様です。「11．日常点検」を参照してください。
	(５) 日常的に開閉操作を行わないバルブも定期点検は行なってください。

	１３. 保守検査
	(１) バルブが配管から取り外されたり、清掃等の目的で分解されたりした場合には、必要に応じて 耐圧検査、シート漏れ検査、作動検査を行なってください。
	(２) 安全靴、作業手袋等状況に応じて保護具を身につけて作業を行なってください。
	(３) 耐圧試験は危険を伴いますので安全に十分注意して行なってください。
	１３-1 耐圧試験
	１３-2 シート漏れ試験


	１４. 分解と組立
	(１) バルブ内部に残っている流体が体にかからないよう十分に注意して作業を行なってください。
	(２) 安全靴、作業手袋等状況に応じて保護具を身につけて作業を行なってください。
	(３) 分解は埃や粉塵の少ない場所で行なってください。
	(４) 分解時に部品を損傷させないでください。
	(５) シートリングは消耗品です。損傷度合いに応じて弊社指定の新品と交換してください。
	(６) 分解は下記表の通り実施してください。組立要領は分解と逆の手順で行なってください。
	(７) 組立の時、ボディ及びハンドルを固定する六角穴付きボルトを十分締めこんでください。
	(８) シートリングの寿命は使用条件により異なりますが、目安として1日10回前後の開閉での使用の場合、1年毎のシートリング交換を推奨いたします。

	１５. 保証
	１６. 免責
	(１) 火災、水害、地震、落雷、その他の天変地異など弊社の責に帰すべからざる事故により生じた 損害。
	(２) カタログ又は別途取り交わした仕様書などで確認された以外の、不当な取付け、または使用による場合。
	(３) 弊社以外による不当な修理、改造による不具合及び損傷。
	(４) 設計仕様を超えた過酷な環境下における使用、取扱い、あるいは保管による場合。
	(５) あらかじめその旨の申し入れの無い過酷な使用により生じた消耗による不具合。
	(６) お客様の故意・過失により生じた不具合。
	(７) 弊社のカタログ、取扱説明書の禁止事項、注意事項を遵守せず生じた損傷。
	(８) 砂やごみ噛みによる（弁漏れ等の）不具合の場合。
	(９) 野積み等不適切な製品の保管に起因する故障の場合。
	(１０) 補修及び代品を提供させて頂いた場合に付帯する費用。
	(１１) その他メーカーの責任とみなされないことに起因する故障の場合。


